
Ｑ

Ｑ

Ｑ

と
は
難
し
い
こ
と
が
多
そ
う
だ
。

　
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
教
員
ご
と
に
評
価
基
準
が

異
な
り
、「
Ｇ
Ｐ
Ａ
２
・
５
」
と
い
う

数
値
が
社
会
に
出
る
と
何
を
意
味
す
る

の
か
説
明
し
に
く
い
以
上
、
外
に
向
け

た
指
標
と
し
て
は
客
観
性
に
欠
け
る
。

学
生
に
と
っ
て
も
、
大
学
の
成
績
が
自

身
の
ど
ん
な
能
力
を
表
し
て
い
る
の
か

が
曖
昧
で
活
用
し
づ
ら
い
指
標
だ
。【
図

表
３
】
の
よ
う
に
、
社
会
で
は
思
考
力

な
ど
の
汎
用
的
能
力
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
は
そ
の

重
要
性
を
あ
ま
り
認
識
で
き
て
い
な

い
。
こ
う
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
る
と
、

Ｇ
Ｐ
Ａ
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
授
業
評
価
を

統
合
し
た
指
標
だ
け
で
は
な
く
、
個
々

の
汎
用
的
能
力
を
可
視
化
し
た
情
報
も

提
供
す
る
こ
と
で
、
学
生
が
意
識
的
に

そ
の
能
力
を
伸
ば
す
よ
う
促
す
べ
き
だ

ろ
う
。

　
資
格
取
得
率
は
、
特
に
難
関
資
格
で

あ
れ
ば
教
育
力
を
推
し
量
る
指
標
に
は

な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
子
化
に
よ

り
大
学
間
競
争
が
激
化
す
る
と
、
看
護

な
ど
資
格
取
得
を
目
的
と
す
る
学
部
で

は
、
取
得
率
だ
け
で
は
大
き
な
差
が
つ

か
な
く
な
る
。
社
会
の
変
化
を
見
越
し

て
ど
ん
な
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
の

か
、
自
学
の
教
育
の
特
長
と
そ
の
成
果

A 

社
会
の
変
化
や
使
い
や
す
さ
を

考
え
る
と
、学
外
に
公
表
す
る
指

標
と
し
て
は
物
足
り
な
い
。

　
可
視
化
を
行
う
目
的
は
そ
れ
ぞ
れ

で
、
そ
の
目
的
に
適
し
た
指
標
で
あ
る

か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
、
指
標
単
体

で
よ
し
あ
し
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
さ
れ

ど
学
外
者
に
と
っ
て
は
、Ｇ
Ｐ
Ａ
や
資

格
取
得
率
と
い
っ
た
指
標
だ
け
で
は
、

そ
の
大
学
の
学
修
成
果
を
読
み
取
る
こ
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意
識
」「
学
修
時
間
」
な
ど
の
間
接
評

価
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
学
修
行
動
が
明
ら
か
に
な
り
、
改

善
策
を
検
討
で
き
る
。
教
育
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
に
は
、
両
評
価
を

適
宜
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

A 

具
体
的
な
要
素
に
分
解
し
て

考
え
て
み
よ
う
。

　
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
法
は
、Ｄ
Ｐ

を
複
数
の
具
体
的
な
要
素
に
分
解
し
て

評
価
す
る
も
の
だ
。
京
都
光
華
女
子
大

学
短
期
大
学
部
は
１
つ
の
Ｄ
Ｐ
を
分
野

ご
と
に
２
つ
の
要
素
に
分
解
し
た
「
ミ

ド
ル
レ
ベ
ル
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
」

を
策
定
。
八
戸
工
業
大
学
は
Ｄ
Ｐ
の
属

性
と
し
て
、
20
の
修
得
因
子
を
定
義
し

て
い
る
。

　
ま
た
は
、い
っ
た
ん
Ｄ
Ｐ
か
ら
離
れ
、

「
本
学
の
教
育
で
学
生
は
、○
○
の
能
力

が
伸
び
て
い
る
」
と
い
う
学
内
の
肌
感

覚
を
基
に
そ
れ
が
正
し
い
か
検
証
し
、

そ
の
う
え
で
Ｄ
Ｐ
を
見
直
す
方
法
も
あ

る
。
長
年
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
の
学
修
成

果
の
可
視
化
を
支
援
し
て
き
た
東
京
工

業
大
学
の
岡
田
准
教
授
は
、
こ
の
方
法

を
「
遠
回
り
に
見
え
る
が
、
卒
業
時
に

備
え
る
べ
き
能
力
を
言
語
化
す
る
過
程

で
、
学
生
の
ど
ん
な
力
を
育
て
、
そ
の

た
め
に
ど
ん
な
教
育
を
す
る
の
か
と
い

う
根
本
的
な
こ
と
を
全
学
で
考
え
る
よ

い
き
っ
か
け
に
な
る
」と
勧
め
て
い
る
。

A 

全
学
的
な
可
視
化
を
進
め
る

過
程
で
必
然
的
に
つ
く
る
こ
と
に
。

　
文
部
科
学
省
に
よ
れ
ば
ア
セ
ス
メ
ン

ト
・
ポ
リ
シ
ー
と
は
「
学
生
の
学
修
成

果
の
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に
つ
い

て
、
そ
の
目
的
、
達
成
す
べ
き
質
的
水

準
お
よ
び
具
体
的
実
施
方
法
な
ど
に
つ

い
て
定
め
た
学
内
の
方
針
」
の
こ
と
。

言
っ
て
み
れ
ば
、「
何
を
用
い
て
測
定

す
る
か
」
を
整
理
し
た
見
取
り
図
だ
。

私
立
大
学
は
私
学
助
成
配
分
の
評
価
項

目
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
整
備
し

て
い
る
大
学
は
ま
だ 

     ＊
２
割
以
下
だ
。

　
全
学
的
に
可
視
化
を
行
う
と
、
ど
の

項
目
を
ど
ん
な
方
法
で
評
価
す
る
か
お

の
ず
と
整
理
が
進
む
は
ず
。
３
つ
の
ポ

リ
シ
ー
と
は
異
な
り
、
時
々
刻
々
見
直

さ
れ
て
い
く
も
の
で
も
あ
る
。

が
終
始
し
、
可
視
化
が
進
ま
な
い
場
合

も
あ
る
だ
ろ
う
。文
部
科
学
省
で
は「
学

修
成
果
」
だ
が
、
認
証
評
価
機
関
の
う

ち
、大
学
基
準
協
会
と
大
学
改
革
支
援
・

学
位
授
与
機
構
は「
学
習
成
果
」を
使
っ

て
い
る
。
２
０
１
２
年
８
月
に
中
央
教

育
審
議
会
が
発
表
し
た
、い
わ
ゆ
る「
質

的
転
換
答
申
」
で
は
、
大
学
設
置
基
準

上
、
大
学
で
の
学
び
は
「
学
修
」
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
学
で
の
学
び
の

本
質
は
、「
講
義
、
演
習
、
実
験
、
実
習
、

実
技
等
の
授
業
時
間
と
と
も
に
、
授
業

の
た
め
の
事
前
の
準
備
、
事
後
の
展
開

な
ど
の
主
体
的
な
学
び
に
要
す
る
時
間

を
内
在
し
た
『
単
位
制
』
に
よ
り
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
」
と
あ
る
。

　
こ
れ
に
倣
う
な
ら
ば
、「
学
修
成
果
」

は
授
業
以
外
の
時
間
も
含
め
、
単
位
取

得
に
結
び
つ
く
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
総

体
と
し
て
の
成
果
、「
学
習
成
果
」
は
、

単
位
と
は
直
接
関
係
の
な
い
学
び
（
資

格
試
験
の
対
策
な
ど
）
の
成
果
、
あ
る

い
は
「
問
題
解
決
学
習
」「
体
験
学
習
」

と
い
っ
た
単
体
の
学
習
手
法
を
論
じ
る

と
き
の
成
果
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
し
現
場
で
厳
密
な
使
い
分
け
が

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
可
視

化
の
効
果
を
左
右
す
る
も
の
で
も
な

い
。
本
誌
で
は
「
学
修
成
果
」
で
統
一

し
て
い
る
。

を
可
視
化
し
て
提
示
す
る
こ
と
で
、
他

大
学
と
差
別
化
が
図
れ
る
。

　
就
職
率
は
空
前
の
売
り
手
市
場
の
中

で
は
指
標
に
な
ら
な
い
。【
図
表
３
】

で
示
し
た
よ
う
な
社
会
人
が
重
視
す
る

力
が
付
い
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を
、

併
せ
て
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　【
図
表
４
】
は
、
可
視
化
の
目
的
と

適
す
る
測
定
手
法
を
整
理
し
た
も
の
。

大
学
で
育
て
る
能
力
は
１
つ
の
指
標
で

測
れ
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
の
で
、
場

合
に
応
じ
て
複
数
の
手
法
を
組
み
合
わ

せ
て
使
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

A 

「
学
修
」
＝
単
位
取
得
に
結
び

つ
く
学
び
。「
学
習
」
＝
単
位
取
得

に
関
係
し
な
い
学
び
も
含
む
。

　
学
修
か
、
学
習
か
？ 

だ
け
で
議
論

A 

直
接
評
価
は
客
観
的
評
価
、間

接
評
価
は
主
観
的
評
価
。

　【
図
表
５
】
は
分
類
の
一
例
だ
。
客

観
的
な
能
力
値
、
集
団
の
中
で
の
位
置

を
示
す
に
は
、
外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な

ど
の
直
接
評
価
が
欠
か
せ
な
い
。
し
か

し
直
接
評
価
で
は
、
あ
る
能
力
値
が
低

い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
も
、
そ
の

原
因
ま
で
は
探
れ
な
い
。「
学
び
へ
の

【図表5】直接評価と間接評価の違い
直接評価 間接評価

教育効果を直接的に示す客観的な評価
（外部の評価者、専門家などによる評価）

◎卒業論文・卒業研究
◎外部試験（英語外部資格・検定試験 等）
◎アセスメント
◎ポートフォリオ分析
◎ルーブリック分析 など

外部に向けた学修成果の可視化に
つながる

◎学生調査（実態調査、満足度調査 など）
◎卒業生調査
◎卒業率
◎就職率
◎成績、GPA など

結果を分析することで、改善の施策に
結びつけやすい

定義

具体例

活用法

東京工業大学
リベラルアーツ研究教育院 
准教授

岡田佐織
おかださおり●東京大学大学院教
育学研究科博士課程満期退学。地
方自治体職員、公立大学法人職
員、ベネッセ教育総合研究所研究
員を経て、2019年より現職。

OPINION

教
員
と
学
生
が
日
々
の
授
業
に
対
し
て

〝
ワ
ク
ワ
ク
〞を
感
じ
る
よ
う
な
可
視
化
と
は
？

可視化のレイヤー

全学

学位プログラム

授業・科目

学生個人

 教員として授業を受け持つときに感じるのは、いろい
ろと育てたい能力があるのに、半期15コマでは伸ば
せる能力の種類にも幅にも限界があるということ。で
もそのとき、「学部として伸ばしたい能力群」とはどのよ
うなものか、そして自分や他の教員が受け持つ授業で
その能力群のどの力をどこまで育成するのかが可視
化されていたとしたら、授業設計や成績評価が飛躍
的にやりやすくなります。
　これが、組織的に学修成果の可視化を行うべき大
きな理由の一つではないでしょうか。自分が種をまいた
ものが、誰かの授業を経て花を咲かせる。逆に他の教
員からバトンを受け取ることで、自分の授業で大きく成
長していく学生の姿を目にすることができる。担当する
15コマにとどまらない、もっと大きな成果が見えるよう
になる。教育者としてワクワクできるような可視化で
す。学生にとっても、「卒業までにこれだけの能力を身
に付ける。そのうち、この部分の能力を鍛えるために、
今この授業を受けているんだ」と自覚できれば、学び
に対する意欲が湧いていきます。
 逆にこの視点がないと、教員にとっては「やらされ感」
のある、学生にとっては自らを「調査対象」としか感じら
れない、楽しくない可視化になります。個々の教員、学
生がおもしろいと感じるような取り組みでないと、大学
全体で主体的に可視化を進めることは難しいと思い
ます。
　「育てたい能力」を規定することが難しければ、同じ
科目やコースを受け持つ教員同士で、学生が抱えて
いる課題を出し合うことから始めるといいかもしれませ
ん。「自分で問いを立てられない」「知識はあるけど、考
えを伝えられない」といった共通の課題が出てくれば、
科目／コースとしてそれをいかにして解決するかを考え
る際、必然的に育てたい能力やその評価方法を検討

することになります。「私以外の人も困っていたんだ」
と共感し合うことによって、進んで可視化に取り組もう
という意識も生まれるはずです。
　言い方を変えると、科目やコースレベルの学修成果
の可視化は、ＦＤの性質を持っています。授業やカリ
キュラムの改善に結びつかない可視化は、意味がな
いとさえ言えるでしょう。

　学修成果の可視化は、指標や評価を共有する範
囲の大きさによって、大学全体／学位プログラム／
授業・科目／学生個人、といくつかのレイヤー（層）に
分けられます。ここまで述べてきたのはコースや科目と
いった下位レイヤーの話ですが、プログラム、さらには
全学という上位のレイヤーにおいても、「可視化→教
育改善」のサイクルを回していく必要があります。第３
期の認証評価で求められているのも、各レイヤーでの
可視化とそれらの有機的な連動です。
　小規模な学部・学科レベルであれば、カリキュラム
設計に携わる教員を先のような議論に巻き込むことに
より、下位レイヤーの延長線上で可視化に取り組むこ
とができるかもしれません。ただ、大規模な学部・学科
や全学レベルの可視化となると、下位レイヤーで出て
きた成果や課題を集約して上位レイヤーに渡すしくみ
が必要です。それには、定量的な評価、あるいは定性
情報の定量化が求められます。
　例えば関西国際大学は「KUIS学修ベンチマーク」
という全科目共通のルーブリックをつくり、質的な情報
を量的に評価できるしくみを整えました。このような「共
通言語」と定量化のツールがあれば、科目やコース単
位で個々の教員が感じた成果や課題を集約すること
が容易です。ここまで大規模なものをいきなり実現す
るのは難しいとしても、「定性的な成果や課題を何ら
かの形で定量化したい」というニーズに対しては、FD
やＩＲ担当部署と連携できるとよいでしょう。
　大学教育をもっと楽しく魅力的なものにするために
――今問われているのは、「意志ある」可視化と教育
改善ではないでしょうか。

目の前の学生たちに感じる課題を
指標づくりのきっかけに

全てのレイヤーを連動させることにより
全学規模のPDCAが回り出す

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ポ
リ

シ
ー
は
つ
く
る
べ
き
か
？

Ｄ
Ｐ
が
抽
象
的
。そ
れ
を

基
に
評
価
し
に
く
い
。

「
直
接
評
価
」
と
「
間
接

評
価
」の
違
い
は
？

POINT

認
証
評
価
機
関
に
よ
っ
て
、「
学
修
」

「
学
習
」の
捉
え
方
は
異
な
る
。

POINT

直
接
・
間
接
評
価
双
方
結
び
つ
け
る
こ

と
で
学
修
行
動
が
明
ら
か
に
。

POINT

Ｄ
Ｐ
を
要
素
に
分
解
し
言
語
化
す
る

過
程
こ
そ
が
全
学
の
意
識
を
変
え
る
。

POINT

測
定
の
た
め
の
見
取
り
図
。必
要
に
応

じ
て
見
直
す
こ
と
も
大
切
。

全
体
像
が
必
要

連
動

連
動

連
動

教育効果を間接的に示す主観的な評価（個人の
主観や個々の教員の基準などに依存する評価）

＊ベネッセｉ‐キャリア提供資料を基に作成

＊日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学教育の現状」（2018年度）
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